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ことから、本研究では HNF-1β と DNA 損傷との関連が検討された。 
HNF-1β を発現する卵巣明細胞腺癌株 TUOC1 から HNF-1β 安定ノックダウン株を
作製し、両者における抗癌剤の DNA 損傷作用への反応の差異を検討した。細胞周
期の G2 期に作用する bleomycin の処理に対し、HNF-1β 発現株では G2/M arrest が
生じたが、HNF-1β 非発現株では G2/M arrest とその解除による細胞死が惹起された。
G2/Mチェックポイント・タンパクである chk1のリン酸化を検討すると、bleomycin処理に
対し、HNF-1β 発現株ではリン酸化 chk1 が蓄積したが、HNF-1β 非発現株では chk1 リ
ン酸化は一過性であった。さらに、chk1 inhibitor処理により HNF-1β 発現株でも G2/M 
arrest の解除と細胞死の誘導が見られた。 
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